















Significance and teaching/evaluation of classes using 
physiographic fieldwork in geography subjects 
-Fostering life skills and nurturing the future builders of a sustainable society -
岡本真一＊
OKAMOTO Shinichi 
Abstract : A new curriculum of geography classes was established-subjects that examine "the 
link between environmental conditions and human activities" and "the future image of 
Japan." "Geographic perspective and thinking of social phenomena" unique to the subjects 
were reorganized and presented as "perspective and method (thinking) for discussions and 
formulations." The author evaluated geography lectures that incorporated fieldwork in 
addition to regular classroom lectures and virtual lectures utilizing ICT. In disaster prevention 
and environmental education that foster life skills, and in research conducted by a team or an 
individual, physiographic fieldwork that focuses on land formation will become even more 
important as "perspective and method for discussions and formulations." The present paper 
clarifies the link between the natural environment and human activities through lectures that 
utilize physiographic fieldwork and shows that geographic perspective and thinking can be 
fostered. Actual examples of physiographic fieldwork and a rubric based on performance 
evaluation are also presented. 
Keywords : high school students, land formation, physiographic fieldwork, life skills,disaster 






































































































































































































































→ 湊川神社（楠公殉戦地） → 国道2号線束
川崎交差点（標高1.9m)→ 湊小学校防潮扉付近
（周辺自由観察・調在） → 横溝正史生誕地
→ 東川崎公園 → 川崎重工業神戸工場正門前
→ 松尾稲荷神社（神戸のビリケン様／周辺自
由観察・調在） → サカエ薬局跡地（ダイエー
中内功実家跡） → 旧稲荷市場跡 → 国道2
号線湊町一丁目交差点 → 新開地本通り → 
新開地劇場（大衆演劇） → 神戸アートビレッ
ジ → 豚まんの春陽軒前 → 焼き烏の八栄亭
匪 → 湊川公園西ロトンネル下 → 湊川商店

































































バンテ垂水1号館地階） → 陸ノ町公園 → 座
















































































































































































































業の取り組みの一方法と成り得る、からである。 17) 西岡加名恵•田中容子•他 (2017) パフォーマンス評価で
さらには、生徒たちの実生活に関わりやりがい 生徒の「資質・能力」を育てる一学ぶ力を育てる新たな授
を感じる探究的テーマの設定、心理学で使われる 業とカリキュラム：学事出版
















の効果： E-journa!GEO Voi.14 (1) 














報：舞子浜遺跡第 5 次•第 8 次調在
14) 溝上重夫 (1988) 舞子六神社誌：郷土史研究•第五集
15) 1:2500神戸市都市計画図V-PF05-2西舞子
16) 田中耕治編著(2011)パフォーマンス評価思考カ・判断カ・
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（表
1
)
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
「
調
査
地
域
の
自
然
地
理
的
特
徴
を
説
明
す
る
」
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
①
知
識
及
び
技
能
②
思
考
カ
・
判
断
カ
・
表
現
力
③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
評
価
F
W前
の
準
備
段
階
の
注
且
点
調
在
地
域
で
の
F
W段
階
の
注
目
点
（
形
成
的
）
F
W
後
の
ま
と
め
•
発
表
段
階
の
注
目
点
（
総
括
的
）
・
調
在
地
域
の
地
域
概
親
が
で
き
、
調
査
地
域
に
関
す
る
各
種
・
調
在
地
域
を
概
観
し
常
に
地
図
上
で
位
置
を
押
さ
え
、
地
表
面
の
・
得
た
地
域
情
報
を
一
人
で
整
理
・
活
用
し
課
題
や
テ
ー
地
図
資
料
や
文
献
•G
IS
資
料
・
防
災
情
報
等
を
収
集
・
準
備
・
起
伏
・
高
低
差
等
を
確
認
し
略
図
が
描
け
る
。
①
泡
）
マ
の
検
証
・
解
決
策
を
説
明
で
き
る
。
d逗
）
活
用
す
る
事
に
よ
り
地
域
の
特
徴
を
理
解
し
、
課
題
追
究
や
探
・
地
表
面
の
起
伏
・
高
低
差
の
広
が
り
・
連
続
性
・
規
則
性
等
に
気
・
調
査
結
果
を
G
I
S等
で
図
化
し
分
か
り
易
く
ま
と
め
、
求
活
動
を
主
体
的
に
行
う
為
の
準
備
や
努
力
が
で
き
る
。
①
③
づ
き
、
調
査
地
の
形
成
過
程
が
想
像
で
き
る
。
②
③
微
地
形
と
人
間
生
活
と
の
関
係
や
今
後
の
防
災
諸
活
動
5
 
・
地
域
の
情
報
を
適
切
に
収
集
・
準
備
す
る
事
に
よ
り
、
課
題
・
地
表
面
の
起
伏
や
高
低
差
等
が
、
自
然
の
微
地
形
由
来
で
あ
る
か
に
繋
が
る
説
明
が
で
き
る
。
①
②
③
に
対
す
る
仮
説
立
案
、
実
施
可
能
で
効
果
的
な
調
査
方
法
、
調
人
工
的
な
も
の
か
を
考
え
判
断
で
き
る
。
②
・
日
本
の
他
地
域
の
自
然
環
境
に
関
心
を
持
ち
、
持
続
査
ル
ー
ト
の
設
定
、
ま
と
め
方
等
を
主
体
的
・
リ
ー
ダ
ー
的
に
・
地
域
を
流
れ
る
河
川
や
水
系
と
微
地
形
の
関
係
を
把
握
し
、
人
間
可
能
な
環
境
保
全
・
防
災
等
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
考
え
計
画
で
き
る
。
⑫
③
生
活
や
防
災
と
の
関
連
を
説
明
で
き
る
。
②
③
察
し
自
ら
の
考
え
や
意
見
が
言
え
る
。
②
③
・
事
前
に
調
査
地
域
に
関
す
る
地
図
や
文
献
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
・
調
在
地
域
と
自
分
の
位
趾
・
方
向
が
確
認
で
き
、
地
表
面
全
体
の
・
課
題
や
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
地
域
情
報
を
グ
ル
ー
プ
で
し
た
情
報
収
集
等
が
主
体
的
に
で
き
、
現
在
位
置
を
確
認
し
、
起
伏
・
高
低
差
等
を
地
図
に
記
録
で
き
る
。
①
②
共
有
・
整
理
で
き
、
説
明
や
活
用
で
き
る
。
d辺
）
4
 
そ
の
地
域
や
周
辺
の
特
徴
が
概
ね
理
解
で
き
る
。
①
③
・
人
工
的
な
も
の
で
あ
る
か
無
い
か
の
判
断
が
で
き
、
地
表
面
の
起
・
調
査
蜆
察
結
果
を
人
間
生
活
や
防
災
と
関
連
付
け
て
|42
-
・
効
果
的
な
調
査
方
法
や
調
査
ル
ー
ト
を
計
圃
し
、
課
題
に
対
伏
・
高
低
差
等
の
成
因
を
考
察
で
き
る
。
②
分
か
り
易
く
説
明
で
き
。
②
③
し
て
主
体
的
・
協
調
的
に
取
り
糾
も
う
と
努
力
す
る
。
②
③
・
地
形
や
水
系
等
と
人
々
の
生
活
が
、
繋
げ
ら
れ
る
。
②
③
・
日
本
の
他
地
域
と
比
較
・
考
察
し
話
せ
る
⑫
怠
）
・
調
在
地
域
の
地
図
を
用
意
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
目
的
・
調
在
地
域
の
テ
ー
マ
を
理
解
し
、
地
表
面
の
特
徴
を
目
視
観
察
で
・
課
題
や
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
地
域
情
報
の
特
徴
を
理
解
が
理
解
で
き
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
調
査
地
域
の
‘
情
報
き
る
。
観
察
内
容
を
記
録
し
説
明
で
き
る
。
①
②
で
き
る
。
観
察
内
容
を
文
章
化
で
き
る
①
②
3
 
を
持
ち
寄
っ
て
集
団
的
に
活
動
し
よ
う
と
す
る
。
①
③
・
地
表
面
の
起
伏
や
高
低
差
の
成
因
説
明
が
分
か
る
⑫
◎
）
・
調
査
観
察
結
果
と
人
々
の
生
活
と
の
関
連
性
・
防
災
・
調
査
地
域
の
課
題
や
調
査
方
法
・
調
査
ル
ー
ト
を
考
察
し
、
・
地
形
や
水
系
等
と
人
々
の
生
活
と
の
関
係
性
を
観
察
し
・
理
解
で
と
の
繋
が
り
の
説
明
が
理
解
で
き
る
。
②
③
メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
い
な
が
ら
行
動
す
る
。
②
③
き
る
。
②
③
•
他
地
域
と
の
違
い
や
防
災
の
意
義
が
分
か
る
②
③
・
調
査
地
域
の
地
図
は
用
意
し
て
い
る
が
、
事
前
の
資
料
集
め
・
調
査
地
域
の
テ
ー
マ
は
分
か
る
が
、
地
域
の
全
体
像
や
特
徴
が
掴
・
調
査
地
域
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
地
域
の
特
徴
や
情
報
や
情
報
収
集
が
不
十
分
で
、
ま
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
目
的
・
み
切
れ
ず
、
観
察
や
情
報
収
集
が
不
十
分
。
①
②
の
収
集
・
ま
と
め
・
説
明
が
不
十
分
。
①
②
2
 
調
査
地
域
の
特
徴
が
十
分
に
掴
み
切
れ
て
い
な
い
。
①
③
・
地
域
の
特
徴
を
得
る
た
め
の
観
察
や
調
査
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
・
メ
ン
バ
ー
の
意
見
や
行
動
に
頼
り
気
味
で
は
あ
る
が
、
・
メ
ン
バ
ー
の
意
見
や
行
動
に
頼
り
気
味
な
言
動
が
見
ら
れ
、
が
、
メ
ン
バ
ー
の
言
動
を
頼
り
に
行
動
し
、
新
た
な
体
験
・
学
苦
を
地
域
調
査
を
通
じ
て
新
た
な
体
験
や
防
災
学
習
に
興
味
具
体
的
な
指
示
を
受
け
て
行
動
す
る
。
②
③
し
よ
う
と
努
め
た
。
②
③
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
②
③
・
調
企
地
域
の
地
図
や
資
料
の
準
備
が
で
き
ず
、
調
査
地
域
に
・
調
査
地
域
の
概
観
•
特
徴
に
つ
い
て
の
説
明
が
理
解
で
き
ず
、
F
W
・
調
査
地
域
の
地
域
概
観
や
、
地
域
の
自
然
環
境
の
特
1
 
つ
い
て
の
知
識
や
調
べ
方
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
①
③
で
必
要
な
準
備
物
が
揃
わ
な
い
。
①
⑫
）
色
が
理
解
で
き
ず
、
資
料
準
備
も
十
分
で
な
い
。
①
②
．
何
事
も
他
人
に
頼
り
、
自
分
の
力
が
発
揮
で
き
な
い
。
②
③
